佐々木龍大 染め物ワークショップ　大和藍による藍染め

藍染め体験　手ぬぐいを染める

基本料金：2,000円（一人）手ぬぐい一枚付き（93×95cm）

一回開催の募集定員：（開講時間内10名まで随時受け付け。一時間ほどで出来上がります。洗って濡れた状態でのお渡しになります）
持ち込みでの染色について。300ｇまで
基本料金：3,500円（例：TシャツL一枚ほど。ハンカチ、スカーフ、靴下、生地、糸、トートバッグ、エプロンなど）

一回開催の募集定員：（5名~7名。2～3時間ほどかかります。随時開講の手ぬぐい体験の方も一緒に作業する場合があります。洗って濡れた状態でのお渡しになります）

染まる物：木綿、麻製で精錬されたもの、水が良く染み込む物。

染まらないもの：化学繊維、ウール、精練されていないもの、水が染み込まない物、
生地の状態により、染まり具合は変わります。

とくに、新品は糊抜き、油脂抜きなどが出来ていない（精錬されていない）ので、染まらない可能性があります。

水が生地に染み込むかご確認の上、お持込みください。水が染み込まない場合は、洗剤を熱湯で溶いて一時間ほど漬け込み、濯ぎを試してください。製品になっている物は縫い目には染料が入りにくく、縫製糸が木綿、麻などでない場合、染まらずに白っぽく残ります。

染めについて

染色は開講時間内で行います。藍染めは染める回数、生地の状態で色濃度、色味が変わります。厚い生地は染料が染み込み難いため、長く染料に漬けます。結果、回数は薄手の物より少なくなりますので、中色までとなります。濃色は2～3時間では実質不可能です。厚い物、300～500ｇの物を濃色にする場合は、二回コースをお選びください。

持ち込みでの染色について。500ｇまで2回コース

基本料金：5,000円（例：長そでTシャツ、スウェット、500ｇまでのジーンズ、

厚手生地、薄手生地数枚、子供服数枚など）

2回開催の募集定員：（5名~7名。2～3時間ほどを2回に渡って行います。物によって、希望によっては1回、の実施で完成します。最大3回目までお付き合い致します。ゆっくり、好みの色に仕上げるにはこちらが向いています。随時開講の手ぬぐい体験の方も一緒に作業する場合があります。洗って濡れた状態でのお渡しになります）

染まる物：木綿、麻製。水が染み込む物。

染まらないもの：化学繊維、ウール、精練されていないもの、水が染み込まない物、１

生地の状態により、染まり具合は変わります。

とくに、新品は糊抜き、油脂抜きなどが出来ていない（精錬されていない）ので、染まらない可能性があります。

水が生地に染み込むかご確認の上、お持込みください。水が染み込まない場合は、洗剤を熱湯で溶いて一時間ほど漬け込み、濯ぎを試してください。製品になっている物は縫い目には染料が入りにくく、縫製糸が木綿、麻などでない場合、染まらずに残ります。

染めについて

染色は開講時間内で行います。藍染めは染める回数、生地の状態で色濃度、色味が変わります。厚い生地は染料が染み込み難いため、長く染料に漬けます。

出来上がった物について

最初は、余分な色素が出ます。これによって他のものへの色移りも懸念されますので、しばらくは一緒に洗わないでください。衣類などは裏返して、手洗い、を十分に、または洗濯機の手洗いモードで2回洗ってください。

藍はUVに弱いので、直射日光に当たる所に長く置くと日焼けして色落ちします。（暖簾、テーブル敷などにした場合）

日陰においていても時間が経つと、入ってくる日光のUVによって黄色くなります。その場合は、熱湯に一時間以上漬け込むと黄色味が出て来ます。その後は普通にすすいでください。再びきれいな藍になります。

一番良いのは、箪笥の中など、完全にUVを絶ったところに一年間しまうことです。昔から染屋はではそのように寝かせてから製品にしてきました。寝かせることで色が落ち着くからです。しかし、それはあくまで最大限の話で、普通に毎日の日常の中に取り入れてどんどん使って、古くなったらまた染め直したり、ツギハギにして、別の何かにしたり、長く付き合える古来からの身近な色、染め物ですので、自分だけの染め物を楽しんで頂きたいと思います。

染め方について：手ぬぐいコース

用意いただくもの：汚れても良い格好

こちらで用意している染め用手ぬぐい一枚とゴム手袋を受け取り、簡単に出来る絞りや、板締めによる図柄の説明を受けてください。道具類もご用意いたしております。

5～10分ほどでお好きな図柄付け作業をしていただいて、その後染色作業となります。染色作業も丁寧に指導致します。30～40分の作業で洗って仕上がりです。

染め方について：持込みコース

用意いただくもの：汚れても良い格好、染める物
ゴム手袋、用意しています。染める物を確認させていただきます。（出来ないと判断する場合もあります。）仕上がりを相談しながら、一緒に染めてゆきます。

佐々木龍大：道都大学美術学部デザイン学科卒業。シルクスクリーン、染色のゼミにて美術的、デザイン的な印刷、染色を学ぶ。

2000年盛岡市に移住し、市内の天然藍染め工房に就職、天然染めによる伝統的な意匠を経験する。工房を退社後、現代の生活における伝統技法を使った染色をテーマに独学で研究を始め、型染め、筒描きによるTシャツなどを主に制作。

2011年から染色のワークショップ、教室を手がけるようになり、2013年4月から本格的にワークショップを開講する。

大和藍について：世界にはたくさんの藍色（インディゴ）に染める技法、元になる植物などがあります。日本の代表的な技法は蓼科の藍草（アイグサ）を原料に木灰で発酵、還元させる「灰汁建て」や、キツネノマゴ科の多年草を使い、泥藍とも呼ばれる「琉球藍」などがあります。

藍色の元となるのは「インヂカン」と呼ばれるインディゴの語源ともなっている成分です。これは化学式で表されます。

これを人工的に取り出したものが、「インヂゴピュア」と呼ばれる合成インディゴです。19世紀末に開発され、多くのジーンズなどを染め上げてきました。

当方は、合成インディゴで染められた、ヴィンテージジーンズの味のある色合いから、藍色と出会った経緯と、天然材料による灰汁建て技法を学んだ経緯から、藍色の素晴しさを手軽に楽しめる染料、大和藍を選びました。持ち運び、染液を建てるのに非常に便利で、出張を伴うワークショップにも向いています。

藍染めの伝統的技法、工程を用いて、一回一回丁寧に色を重ねてゆきます。

Etc…：藍染め以外の染色も日々研究しております。研究の成果がワークショップにも取り入れられるよう励んでゆきます。

佐々木龍大

info@ai.boc8.jp
〒020-0813 盛岡市東山2-21-6

